
市
の
今
年
の
国
保
料
と
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
は
二
〇
〇
万

円
の
三
人
世
帯
で
合
わ
せ
て
二

一
，
二
三
〇
円
上
が
り
、
三
八

万
七
，
四
二
〇
円
。
収
入
の
二

割
近
く
が
保
険
料
で
消
え
ま
す
。

私
の
も
と
に
も
「
介
護
保
険
料

が
高
く
て
払
え
な
い
。
払
わ
な

か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」
と

か
、
「
一
度
話
を
聞
い
て
も
ら

い
た
い
」
と
介
護
・
国
保
の
負

担
増
に
「
や
っ
て
い
け
な
い
」

と
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
の
大
変

さ
の
実
態
に
心
を
寄

せ
、
負
担
軽
減
に
も

っ
と
知
恵
を
し
ぼ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

国
保
料
や
介
護
保
険
料
の
金

額
を
見
て
、
悲
鳴
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
景
気
対
策
と

し
て
行
わ
れ
て
き
た
定
率
減
税

の
全
廃
や
税
制
改
正
等
に
よ
り
、

住
民
税
が
上
が
り
、
こ
れ
に
連

動
し
て
介
護
保
険
料
や
国
保
料

が
上
が
っ
た
か
ら
で
す
。
定
率

減
税
の
廃
止
も
高
齢
者
へ
の
増

税
も
、
公
明
党
が
「
一
〇
〇
年

安
心
の
年
金
」
の
財
源
と
し
て

言
い
出
し
、
自
民
党
と
一
緒
に

国
会
で
通
し
た
も
の
で
す
。

日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

2007･7･1
連絡先

453-7758
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日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

住民税、国保・介護の負担増やめよ！

こ
ん
に
ち
は

住
民
税
「高
い
、
払
え
な
い
」

４
日
間
で
２
４
３
６
件

年
間
千
五
百
人
の
相
談
者
！

大
阪
・
大
正
区
生
活
相
談
所
訪
問
記

私
の
市
政
研
究
所
・
生
活
相
談

所
は
今
年
の
四
月
で
一
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
週
一
回
・
木
曜
日
の

午
前
中
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
更
に
飛
躍
す
る
た
め
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
考
え
た
と

き
、
全
国
で
も
す
ば
ら
し
い
実
績

を
も
つ
生
活
相
談
所
が
大
阪
・
大

正
区
に
あ
る
と
知
り
、
総
勢
二
三

人
で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。大

正
区
の
大
通
り
に
面
し
た
四

階
建
て
の
大
き
な
建
物
は
相
談
所

の
看
板
と
し
て
の
予
想
を
は
る
か

に
越
え
る
大
き
な
も
の
で
し
た
。

市
会
議
員
の
矢
達
さ
ん
は
八
期
、

府
会
議
員
・
小
谷
み
す
ず
さ
ん
（

一
人
区
で
当
選
四
期
、
党
と
し
て

は
新
記
録
）
と
民
主
団
体
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
二
四
年
の
歴
史
を
も

つ
相
談
活
動
は
区
民
の
中
に
定
着

し
「
あ
そ
こ
に
行
け
ば
な
ん
と
か

し
て
く
れ
る
」
と
相
談
者
が
相
談

者
を
紹
介
す
る
と
い
う
形
で
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。
所
長
の
恐
田

（
お
そ
れ
だ
）
光
子
さ
ん
は
と
て

も
小
柄
な
方
で
す
が
、
全
身
が
パ

ワ
ー
の
固
ま
り
と
い
っ
た
感
じ
で
、

「
五
月
は
二
百
件
の
相
談
を
解
決

し
ま
し
た
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
、
医
療
、
生
活
保
護
、
離
婚
、

サ
ラ
金
な
ど
、
ま
さ
に
大
正
区
の

か
け
込
み
寺
と
い
う
感
じ
で
す
。

所
長
と
し
て
毎
日
相
談
所
に
行
き
、

朝
九
時
か
ら
六
時
ま
で
働
き
づ
め

の
よ
う
で
す
が
、
年
間
千
五
百
件

も
の
相
談

を
解
決
す

る
と
い
う

構
え
と
底

力
を
見
せ

て
い
た
だ

い
た
と
思

い
ま
す
。

臨
時
議
会
報
告

大
く
さ
議
員
が
反
対
討
論

五
月
二
三
日
か
ら
二
八
日
ま
で
臨

時
議
会
が
開
か
れ
、
市
税
条
例
改
定

案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
〇
七
年
の
地
方
税
法
の
改
悪

で
上
場
株
式
の
配
当
譲
渡
益
に
対
す

る
優
遇
措
置
の
延
長
な
ど
に
伴
う
も

の
で
す
。
政
府
与
党
は
〇
三
年
か
ら

五
年
間
、
譲
渡
益
に
対
し
て
本
則
二

〇
％
を
一
〇
％
に
軽
減
す
る
時
限
措

置
を
経
団
連
の
要
求
に
従
い
一
年
継

続
を
決
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
本

市
で
は
県
か
ら
の
交
付
金
が
年
間
三

億
五
二
〇
〇
万
円
も
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
大
艸
市
議
は
「

高
齢
者
な
ど
に
は
庶
民
大
増
税
、
大

資
本
に
は
優
遇
」
で
あ
り
反
対
と
討

論
し
、
条
例
改
定
に
党
市
議
団
五
名

と
無
所
属
議
員
一
名
が
反
対
し
ま
し

た
。

六
月
一
二
日
～
一
五
日
ま
で
市
役
所
に
市
民
の
皆
さ
ん
が
殺
到

し
ま
し
た
。
住
民
税
の
窓
口
や
電
話
対
応
が
四
日
間
で
二
四
三
六

件
あ
り
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
構
成
決
ま
る

【
総

務
】
大
艸
主
馬

【
厚

生
】
南
畑
さ
ち
代
、

後
み
つ
る

【
経
済
文
教
】
森
下
さ
ち
子

【
建
設
企
業
】
渡
辺
忠
広

（
議
会
運
営
）
大
艸
主
馬
、
後
み
つ
る

四
年
ぶ
り
に
、
渡
辺
市
議
を

農
業
委
員
に
選
出

臨
時
議
会
で
は
、
議
長
、
副
議
長

を
選
出
し
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
の

構
成
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。
四
年
前

に
失
っ
た
農
業
委
員
（
議
会
選
出
）

は
、
今
回
第
三
会
派
に
前
進
し
た
も

と
で
、
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
、
渡

辺
忠
広
市
議
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
実
施
と
な
っ
た
生
産
緑
地

制
度
の
充
実
や
、
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
に

あ
っ
て
農
業
の
営
農
を
支
援
す
る
た

め
に
も
委
員
会
の
役
割
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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国
の
平
成
一
九
年
度
予
算
で
、
第

二
阪
和
道
（
国
道
二
六
号
）
の
和
歌

山
市
大
谷
～
大
阪
府
岬
町
深
日
間

（
７
・
２
㎞
）
が
「
調
査
区
間
」
か

ら
「
整
備
区
間
」
に
格
上
げ
さ
れ
、

新
規
事
業
化
さ
れ
る
こ
と
が
、
三
月

三
〇
日
決
ま
り
ま
し
た
。
第
二
阪
和

は
大
阪
と
直
結
す
る
基
幹
道
路
で
、

府
県
境
の
大
谷
～
深
日
間
の
事
業
化

だ
け
が
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
よ
り
全
線
開
通
に
向
け
て
大
き
く

第
二
阪
和
道
、
大
谷
～
岬
町
（７
・２
㎞
）
が
整
備
区
間
に

一
九
年
度
で
事
業
化

前
進
し
ま
し
た
。

和
歌
山
市
側
で
は
平
成
一
五
年
四

月
に
「
紀
の
国
大
橋
」
が
完
成
し
、

元
寺
町
か
ら
大
谷
間
２
・
２
㎞
（
和

歌
山
北
バ
イ
パ
ス
）
が
開
通
。
同
一

七
年
に
府
県
境
の
大
谷
～
岬
町
深
日

間
約
７
㎞
が
、
ル
ー
ト
選
定
な
ど
の

調
査
を
行
う
「
調
査
区
間
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
整
備
区
間
」

へ
の
格
上
げ
指
定
で
今
後
、
地
元
説

明
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

被
爆
ア
オ
ギ
リ
、
四
季
の
郷
公
園
に
植
樹

平
和
の
願
い
大
き
く
育
て
！

六
月
一
〇
日
、
和
歌
山
市
の
四
季

の
郷
公
園
に
、
和
歌
山
市
原
水
爆
禁

止
協
議
会
が
寄
贈
し
た
被
爆
ア
オ
ギ

リ
三
世
の
植
樹
式
が
午
前
一
〇
時
か

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
オ
ギ
リ
は
広
島
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
被
爆
、
数
十
年
は
草
木
も

生
え
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
中
、
再

び
芽
吹
き
、
花
が
咲
き
、
小
さ
な
苗

が
育
ち
ま
し
た
。
こ
の
ア
オ
ギ
リ
二

世
を
全
国
に
広
げ
た
い
と
運
動
が
広

が
り
、
世
界
大
会
に
参
加
し
た
有
田

市
の
喜
多
さ
ん
が
三
粒
種
を
取
り
寄

せ
育
て
ま
し
た
。
昨
年
広
島
の
原
水

禁
世
界
大
会
で
市
原
水
協
の
代
表
理

事
・
佐
々
木
さ
ん
が
出
会
い
、
今
回

の
植
樹
と
な
り
ま
し
た
。
非
核
平
和

宣
言
都
市
で
あ
る
和
歌
山
市
に
新
し

い
シ
ン
ボ
ル
が
出
来
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
日
は
喜
多
さ
ん
ご
夫
妻
か

ら
お
話
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
〝
願
い
〟
の
歌
を
歌
っ
た
り
し

ま
し
た
が
、
参
加
し
て
下
さ
っ
た
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
植
樹
で
き
た
こ

と
は
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ア
オ
ギ
リ
は
成
長
す
る
と
二
〇
ｍ

に
も
な
る
そ
う
で
す
。
平
和
を
願
う

思
い
が
ア
オ
ギ
リ
の
よ
う
に
大
き
く

育
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
四
季
の

郷
の
ア
オ
ギ
リ

を
見
守
っ
て
や

っ
て
く
だ
さ
い
。

今
、
住
民
税
や
介
護
保
険

料
な
ど
が
高
す
ぎ
る
、
払
え

な
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
を

き
ち
ん
と
す
る
こ
と
で
非
課

税
世
帯
に
な
り
、
介
護
保
険

料
な
ど
が
下
が
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

介
護
を
受
け
て
い
る
人
で
、

要
介
護
１
～
５
ま
で
の
方
は

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

申
請
書
」
で
申
請
し
、
認
め

ら
れ
れ
ば
、
障
害
者
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
保
険
料
の
ラ
ン
ク
が
下
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
中

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当
課
は
市
の
高
齢
者
福
祉

課
で
す
。

知っていますか？
こんな制度 こんな活用法

無
料
生
活
相
談
所
、
６
月
よ
り
夜
も
始
め
ま
し
た

毎
週
木
曜
日

午
前
一
〇
時
～
一
二
時

午
後
六
時
三
〇
分
～
八
時

地
域
高
規
格
道
路

党
県
く
ら
し
福
祉
対
策
委
員
長

七
月
二
九
日
に
向
け

猛
ダ
ッ
シ
ュ
！

く
に
し
げ
秀
明
氏

六
月
一
五
日
、
大
浦
街
道
に
開

設
さ
れ
た
元
参
議
院
議
員
・
山
下

よ
し
き
氏
と
県
党
く
ら
し
福
祉
対

策
委
員
長
の
く
に
し
げ
秀
明
氏
の

事
務
所
び
ら
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
金
の
問
題
や
庶
民
大
増
税
な
ど

連
続
大
増
税
に
キ
ッ
パ
リ
と
ノ
ー

審
判
を
下
し
ま
し
ょ
う
。

箱
作
ラ
ン
プ

箱
の
浦
ラ
ン
プ

淡
輪
ラ
ン
プ

孝子
ランプ

大谷ランプ
供 用

事業化区間

整 備 区 間

凡例

参議院選挙制度解説

１
回
目

選
挙
区
の
投
票
は

候
補
者
名
で

２
回
目

参
議
院
比
例
代
表
は

「
日
本
共
産
党
」
と

政
党
名
で

深日
ランプ


